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　がんクリニカルシーケンスとはがん細胞の遺伝子変異の解析から個人のがんの特性を把

握し、臨床に応用する仕組みです。具体的には、次世代シークエンサーを用いたゲノム解

析を医療現場で用い、患者ごと、細胞ごとのゲノム変異を明らかにし、その結果に即して医

療を行います。	
　しかし、解析ではがん細胞の情報だけではなく生殖細胞系列の変異が見つかることもあり

（二次的所見）その対応を考えていく必要があります。解析をするだけではなく出口を用意

できる医療の提供が必要になります。	
　今回のセミナーでは全てにおいて答えの出ている課題ばかりではありません。答えがなく

まだ模索段階の課題も何が問題で何を解決しなくていけないのかを共有するセミナーとした

いと考えています。二次的所見で認められる遺伝性腫瘍特有の問題なども含めセミナーの

課題といたしました。	


